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2 月の説教より 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
      
 
 
 
   
3 月のメッセージの聖書箇所  

6日 ﾛｰﾏ 1:16、Ⅰｺﾘﾝﾄ 1:10-2:2 

13日 マタイ 26:1-16 

20日 マタイ 27:33-56 

27日 マタイ 28:1-2 0 
 

〈6 日「お誕生会」〉 
2 月生まれのお友達、お誕生日おめでとう！ 
祝福のお祈りと、プレゼントがあります。みんなでお祝いしましょう。 
〈２７日イースター〉 
イエス様の復活をお祝いする日です。イースターには、新しい生命を象徴し
て卵「イースターエッグ」を作る伝統がヨーロッパで生まれました。清水草薙
教会は、今年はどんな卵を作りましょうか。アイディア募集中！ 
〈２９日（火曜日）「卒業＆進級おめでとうのプチパーティ〉 
１１：３０～レストラン「シェポール」で行ないます。申し込み〆切は３月２０日
です。是非、参加しましょう！詳しくは、チラシを見てね。 

＊＊＊＊報告＊＊＊＊ 
<4 月から聖書が変わります！> 

４月から、教会学校でも「学校と同じ“新共同訳聖書”」を使います。
せっかく持っている聖書ですから、皆さん、自分のものを持ってきま
しょう。「後でもう一度読もうかな」と思うところに御言葉カードを挟
んだり、心にとまった御言葉にラインを引いたり・・・。 
そんなときはやっぱり、自分の聖書が手元にないと、ね！(^O^) 

長い間、礼拝で語られ続けていた「使徒行伝」が２月で終わりまし
た。何か印象に残ったストーリーや御言葉、登場人物の名前などはあ
りますか。新約聖書には「○○への手紙」というのが沢山ありますが、
その多くが、弟子パウロによって書かれたものです。そのパウロが、
どうしてイエス様を信じて弟子となり、そして信仰者としてどのよう
に証をし、伝え歩いたかを中心に記しているのが使徒行伝でした。そ
してこれを書いたのは「ルカによる福音書」を書いたルカさん。もし
これだけでも覚えていてくれたら、嬉しいです！ 
ところで、どうしてこの書が、いわゆる一般の小説や伝記と違って
「聖書」という書物を成す１つとして加えられているのでしょう？そ
れは、主イエス様と共に過ごし、復活の主に出会い、イエス様が救い
主であることを信じ、まだ知らない人に宣べ伝えようという思いを与
えられた全ての弟子達が「確かに、間違いない記述だ」と認めていた
こと、そしてこの手紙が当時の教会で読み継がれていたこと、さらに
は、だんだんと時代が進むにつて「曖昧な“伝説”になってしまって
は大変だ！」という必要性もあったからです。でも決定的なのは「神
様がその思いに応えて、聖霊をお遣わしになり、弟子達が正しく書き
記せるようにお守り下った書物だ」という確信があったことです。神
様がご自身を私達に示す為に自ら守られた書物、それが聖書です。 

 
今月の暗唱聖句 
「 (キリストは)自分から十字架の
上で、私達の罪をその身に
負われました。それは、私
達が罪を離れ、義のために
生きるためです」Ⅰペテロ2:24 

 


